
１．建築物の仕様一覧

落とし込みCLT板壁の性能実証および大本静岡分苑新築工事での建築実証

宗教法人大本静岡分苑

集会施設
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天井 ヒノキ合板／ヒノキ練付合板

４号／４６条２項に基づく

軸組工法落とし込みCLT

5.46m

意匠性と施工性、構造性能の両立を、試験で仕様確認しながらまとめる

指定なし、法22条地域

指定なし

延焼線内、躯体外火山性ガラス質複層板を利用
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反りを発生しているものがある。クリアランスを大きめに設定して対応

壁下部の水抜き等／壁量の冗長性（劣化をクリティカルにしない）／軸組の一部解体でCLT板交換可能

2015.3-9

施工期間 2015.11-2016.3

CLT等躯体施工期間 2015.11-2016.1

2016.3

宗教法人大本静岡分苑

LLPテイクス

福山弘構造デザイン

菊池建設
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1． 本事業で実証した内容

 本事業の建築実証にあたる内容は、もともと落とし込み板壁工法による内外顕しの耐力壁を想定して計画
していたものに対して、板壁ユニット部分の単純な置換を試みようとしたものである。
板壁ユニットの CLT置換は構造合理的であるとともに施工合理的でもあり、コスト上も通常の落とし込み
板壁より安価となることが確認された。板壁ユニットの置き換えに必要となるディテールとして、構造性能
のほか雨仕舞やクリアランス、エアタイトの取り方を整理し、それに基づいた実大壁試験によって構造特性
値を求めた。壁試験および建築実証で用いた仕様は結果が広く利用できるような汎用性の高い仕様ものとし、
高低２種類のスペックを想定して、予備試験で意匠性・施工性を踏まえて仕様調整しながら最終形を決めた。
これらを実際の建築に利用して、実施工時の問題点などを整理した。

Fig.　エントランス北東側からの外観（上棟時）
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2． 建築物の概要

・ 用途  

・ 建設地  静岡県富士市
・ 構造・工法 木造軸組工法／落とし込みCLT板壁耐力壁
・ 階数  平屋
・ 高さ  7.52 m

・ 軒高  5.55 m

・ 敷地面積  1726.16 m2

・ 建築面積  318.32 m2

・ 延べ面積  329.80 m2

・ 竣工予定  2016.3月中

3． 事業実施体制

意匠設計・設計統括：LLPテイクス（長谷川えいこ、武山肇）　／　試験計画・構造計画：福山弘構造デザ
イン　／　施工：菊池建設　／　CLT等部材供給：山佐木材　／　試験実施・試験計画補助：stroog

4． 実証方法と実施工程

４号物件としての扱いであり、軸材に JASを用いた 46条２項ルートでの構造計算としたため、必ずしも告
示等に定められる形で壁倍率の認められたものとする必要はないものした。法的には提出義務はないものの、
許容応力度計算を設計者責任で行う形となり、実質的にはそれを補完する形での試験結果を利用した設計を
行った。また平屋であることから、基本的に壁量の冗長性は極めて大きいものとできることを利用し、試験
結果で壁長さを変更する必然性が無いように計画した。
性能実証については、実施設計期間と重なる形で実大壁試験を行うスケジュールとした。また計画段階で
CLT落とし込みの方が通常の落とし込み板壁よりもコストが落ちることがわかったため、補助事業化しない
場合でも CLTを発注する段取りとして作業を進めることで、ある程度余裕のあるスケジュールで実証事業
を進めた。
＜建築物の設計＞
建築物の実施設計期間：　７月上旬～９月末、確認申請提出：  １０月上旬
建築物着工：  １１月初旬、CLT部分の施工完了： 1月中旬、建築物竣工：  3月下旬ごろ予定
＜実大壁試験＞
試験体発注：  ８月中旬、予備試験（５種５体）： ９月上旬、本試験（４種９体）：１０月上旬 
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5． 大本静岡分苑建築実証の成果

5．1 図面など
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5．2 施工状況とコメント

Fig. 荷卸し時

３層３プライの t60は
かなり歪み・反りがある。
特に平積み時に荷重のか
からない上側で反りが大
きい。

Fig. 端部金物（右）と壁
脚中央のピン（左）

端部金物は基礎直結で土
台に先行して取り付け
る。壁脚中央のピンは
CLT下側落とし込み時の
ガイド
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Fig. パネルの建て入れ

建て入れ時には、現場施
工者が位置合わせを行
う。溝に落ちてくるので、
引っかかる場合の対応と
底部孔とガイドピンの合
わせ程度。

Fig. パネルのつり込み

本工法の場合壁パネルの
重量は、１間仕様のもの
で 100～ 150kg程度。
通常の梁ものを吊るため
のフックで引き上げるこ
とができる。
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Fig. コーナー周りに用いる金物式の 

   柱頭接合部（stroogによる）

埋込型の座金と延伸部を持つM14ボ
ルトの組み合わせにより、高剛性・
高靱性の柱頭柱脚接合とした。仕様
は試験時よりも延伸部が長く改良し
ている。
施工後はほとんど露出しない
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Fig. パネル建て込み後の壁頭

パネルの反りが大きいことがわかる。
ただし厚さが薄く、当該反り方向（壁
幅方向）には有効厚さ（中層）20mm

しかないため、梁を落としながら矯
正することは比較的容易。

Fig. 壁の内観

通常の板壁とほぼ変
わらない。
板の表面グレードを
選んだり入れる位置
を選べばクオリティ
は上げられる
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6． CLT落とし込み板壁の性能実証の成果

6．1 概要とポイント

構想段階から企図していたことであるが、CLT落とし込み板壁の場合、CLT板壁部分自体は破壊しないため、
CLTの圧縮筋交い効果は保ち続けたまま、柱頭柱脚の構造性能で壁全体の性能が決まる。一般に接合金物は
先行破壊させないことを条件として、降伏耐力と最大耐力の 2/3（Py, 2/3Pmax）だけでしか性能を評価してい
ないため、このような条件を想定する場合には一般に数値化して公表されていない塑性変形能力が問題にな
る。従って、接合部試験などの荷重変形関係からある程度想定しながら、実大壁試験を数体行って基本仕様
を定める形をとった。

壁基本仕様を考える際にポイントとしたのは以下の点である。
-1. 柱頭脚接合が意匠を邪魔しないものとする。
-2. 接合点数を極力減らす。接合点数を増やせば（例えば落とし込んだCLTと外周枠を多数の斜め打ちス

クリューで接合すれば）性能が上がるのは当然だが、施工性・意匠性を犠牲にする。ここでは如何に
簡単に必要十分な性能を確保するかをテーマとしてバランスを定めることとした。

-3. 外部露出に耐える雨仕舞とする。具体的には土台に対して壁の底付溝にさらに侵入した水を落とすた
めのドブ溝を通しておき、長さ300mmに1カ所程度、土台を上下に貫通する孔を底付き溝に設けるこ
とで、万が一侵入した水が残り続けるリスクを排除した。

-4. 施工性を考慮してクリアランスを適宜設けた。具体的には、最終仕様で前後方向各1.5mm（計3mm）
左右方向各3mm（計6mm）上下方向上のみ3mmとした。クリアランスを補完するものとして上下から
のみ若干のスクリュー打ちを行い、また下部には位置決めを兼ねて中央にシアピン（鋼管切放し）を
設けた。

-5. 横架材天端間はやや高めの3130mmとした。柱頭脚性能が壁性能に直結するので階高は高いほうが厳
しくさらに厳しい条件も考えられるが、ここでは3m材で作られるCLTを納める最大限界の横架材間距
離として定めた。

上記に列挙した項目は、基本的に構造性能を低下させるものである。しかしながら単純なチャンピオンデー
タの取得を主眼としない本プロジェクトにおいては、これらを壁要素試験の与条件として組み込んで試験を
することに意味がある。

本プロジェクトでは、耐力壁試験前の段階で施工者（施工性）、プレカット業者（加工精度、加工能力）、意
匠設計者（意匠性）が構造設計者（構造性能、構法の整理）と一緒に協議しながらある程度の条件まで定め
たうえで、さらに施工者の立会いのもと構造予備試験を行って多少の修正を加え、最終仕様を定めた。
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6．2 仕様および結果一覧
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6．3 試験方法

壁試験は上図の形式で無載荷の柱脚固定式で行った。
正負交番 3回繰り返し試験を変位制御にて行った。履歴は 1/450,1/300, 1/200, 1/150, 1/100, 1/75とした。1/50

は行わず破壊させた

通常は柱脚固定式であれば当然無載荷であるが、本試験は固定している柱頭脚を壊すので、「軸組工法住宅
の許容応力度設計（2008）」などに規定される方法とは考え方が異なり、載荷荷重によって引き抜けの抑え
込みが起こることで見かけの耐力を増加させる。無載荷は最も厳しい条件での試験となる。
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6．4 試験体図
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6．5 試験結果

HSB-1Pの荷重 -変形角関係

HSB-1Pの荷重 -変形角関係

HSB-2Pの荷重 -変形角関係
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kms-1Pの荷重 -変形角関係

HD-1Pの荷重 -変形角関係
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予備試験のみとした仕様（最大荷重までの割線剛性上から順に HSB1R, PX1R, kms1R）
の荷重 -変形角関係

予備試験のみとした仕様（HSB2R、柱頭脚破壊させない）の荷重 -変形角関係
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４．工事費等内訳
落とし込みCLT板壁の性能実証および大本静
岡分苑新築工事での建築実証

宗教法人大本静岡分苑

1,747,332
629,532
683,856

2,673,748
1,396,764
1,073,578

16,750,124

119,448

2,484,000
27,558,382

外構工事
解体撤去工事
ボーリング

設計 2,300,000
大臣認定
確認申請

2,300,000

29,858,382

注：平成27年度事業に計上した費用のみを記載

小計②

合計（①＋②）

事業名

電気設備工事
機械設備工事

小計①
その他（諸経費）

金属製建具工事
木製建具工事
ガラス工事
塗装工事

内外装工事
雑工事

防水工事

別途工事費

実施者もしくは担当者（実施者が個人の場合）
共通仮設費

建築工事

直接仮設工事
土工事

木工事
屋根及び樋工事

金属工事

左官工事

コンクリート工事
型枠工事
鉄筋工事
鉄骨工事
組積工事

タイル工事
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